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一
九
五
五
年
六
月
、

ア
フ
ガ
エ
ス
グ
ン
の
首
都
カ

l
プ
ル
市
を
訪
ね
た
。

仕
事
の
余
暇
に
郊
外
の
ム
ガ

l
ル
帝
国
の
皇
帝
パ
ベ
ル
の
墓
を
た

ず
ね
た
り
、
ヵ

l
プ
ル
の
パ
ザ

l
ル
を
歩
い
た
り
す
る
の
が
た
の
し
み
で
あ
っ
た
c

パ
ザ

l
ル
に
は
装
身
具
用
の
銀
細
工
屋
が
あ
っ
て
、
そ
の

作
り
方
を
み
て
い
る
と
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
出
し
て
み
せ
て
く
れ
る
。

パ
ル
テ
ィ
ア
、

サ
サ
シ
朝
ベ
ル
シ
ャ
や
イ
ス
ラ
ム
代
の
銀
貨
が
あ
る
c

な
か
に
は
縁
に
近
く
孔
が
あ
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
装
身
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
パ
グ
ト
リ
ア
の
銀
貨
は
さ
す
が
に
少
な
い
の

こ
れ
ら
の
貨
幣
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
、
こ
と
に
カ

i
プ
ル
市
近
郊
か
ら
集
っ
て
く
る
ら
し
い
G

そ
の
中
に

の
k
p
開
∞
〉
同
k
p
〈
の
〈

ω叶，
J

ヘω

パ
キ
ス
タ
ン
の
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
も
多
少
資
料
を
購
入
し
て
い

た
の
で
、
こ
こ
で
も
何
枚
か
を
買
い
求
め
た
が
、
こ
の
ロ

l
マ
銀
貨
は
そ
の
中
の
一
枚
で
あ
る
。

の
銘
の
あ
る
一
枚
の
銀
貨
が
あ
り
、
ど
う
も
ロ

l
マ
の
銀
貨
の
よ
う
で
あ
る
。

〉
〈。
〈
en 
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大話
央の
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物 1

館』
→，マ

議1去
の 工品

主自
りさ

z 宍
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品
Cコ
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こ
の
銀
貨
は
径
一
・
八

1
一
・
六
セ
ン
チ
、
表
面
が
や
や
摩
滅
し
て
い
る
心
表
は
髪
の
毛
の
ち
ぢ
れ
た
人
物
の
ま
わ
り
に
の
〉
開

ω〉
悶

翼
を
ひ
ろ
げ
た
勝
利
の
女
神
が
、
円
形
の
楯
を
両
手
で
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
鋳
出

裏
に
は
、
を
み
る
と
、
表
に
は
、
人
物
と
文
字
の
ま
わ
り
に
連
点
の
圏
を
め
ぐ
ら
し
て
お
り
、
一
義

に
は
勝
利
の
女
神
の
も
つ
楯
の
中
に

ω・同V
・C
・
同
と

n
F・
（
〈
）
の
二
段
の
文
字
が
み
と
め
ら
れ
る
c

し
て
い
る
。

カ
プ

l
ル
将
来
品
は
、

縁
や
表
裏
二
一
回

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨

（
附
的
）
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ニ
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タ
ン
・
カ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
！
？
銀
貨

（

1
）
戸
冨
目
立
吉
岡
山
〕
ご
〉

〉
口
問
ロ

2
E凹
件
。
〈
芹
叩
－

zz田－
F
D
ロ向日。

P
H∞
白
山
・

（

2
）
芯
広
．

（

3
）

仲

F
E・

ローマ・アウグストウス銀貨

（カーブル購入〉

第1図

（
岡
崎
）

と
も
に
著
し
く
摩
滅
し
て
い
て
、
ま
わ
り
の
円
圏
や
文
字
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
同
一
類
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ωEU同
は

ω明
Z
K戸↓口
ω

同
（
）
冨
KMZCω

の
頭
文
字
を

同

ν
。
司
巴
F
C
ω
C
C開

と
っ
た
も
の
で
、
「
ロ

l
マ
の
元
老
院
と
人
民
」
を
意
味
し
て
い
る
。

ア
ワ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
治
世
は
紀
元
前
三

O
年
よ
り
後
一
四
年
に
わ
た
り
、
そ
の
治
世
中
、

ロ
ー
マ
、

ス
ペ
イ
ン

ゴ
ー
ル
な
ど
の
各
地
で
銀
貨
を
発
鋳
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

を
整
理
し
た
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ッ
テ
ィ
ン
グ
り

l
は
、
こ
の
類
の
銀
貨
が

大
英
博
物
館
の
ロ

l
マ
時
代
貨
幣

円。F
O
Z同
k
r
H》
k
r
↓
周
回
何
回
〉
（
ス
ベ
イ

ン
）
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
が
、
正
確
な
鋳
造
地
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
U

註

。
白
神
釦
目
。

m
z
o
o『

↓F
O
 
河
口
吉
田
ロ
の

o
一5
5
同

F
O

切
円
四
件
即
日
『
冨

5
2
5
〈

o－．同・

2 

セ
イ
ロ
シ
島
に
一
世
紀
よ
り
五
世
紀
に
わ
た
る
ロ

l
マ
貨
幣
が
多
量
に
発
見

イ
ン
ド
半
島
の
西
南
岸
（
マ
ラ
パ
ル
海
岸
）
お
よ
び
東
南
岸
、

さ
れ
て
い
る
。
ワ
ィ

l
ラ

1

3町
宮
R
t
B日
当
日
月
己
巾
円
）
に
よ
る
と
マ
ド
ラ
ス
西
南
の
地
域
に
一
、

「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」
に
い
う
イ
ン
ド
西
南
岸
の
港
ム
ジ
リ
ス
よ
り
、

二
世
紀
の
貨
幣
が
多
く
分
布
し
、

反
対
側
の
海
岸
の
ポ
ド
ゥ
ケ

l
商
業
地
（
ア
リ
カ
メ
ド
ウ
）

セ
イ
ロ
ン
島
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、

（
在
位
五
四
｜
六
八
年
）
、

ヴ
ェ
ス

に
む
か
つ
た
陸
上
路
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
っ
て
い
る
。

ネ

ロ

一
世
紀
の
お
わ
り
に
な
っ
て
、

は
じ
め
て
セ
イ
ロ
ン
を
通
じ
て
東
西
の
海
岸

ハ
シ
ア
ヌ
ス
帝
（
在
位
六
九
｜
七
九
年
）
以
前
の
貨
幣
は
な
く
、



が
つ
な
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
1

四
世
紀
に
な
る
と
セ
イ
ロ
シ
島
に
俄
然
、

ロ
ー
マ
の
銀
貨
が
多
く
な
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
東
方
に
パ
ル
テ
ィ
ア
が
対
立
し
て
い
た
の
で
、

易
を
開
拓
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
様
子
は
「
エ
り
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」
に
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
、

ロ
ー
マ
は
ア
レ
グ
サ
シ
ド
リ
ア
を
基
点
と
し
て
海
路
、
東
方
貿

同
書
に
記
す
イ
シ
ド
西
岸
に
お
け
る
港
に
、

ロ
ー
マ
側
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
、

こ
こ
か
ら
積
出
さ
れ
た
物
産
を
記
し
て
い
る
が
、

ロ

マ
の
貨
幣
の
輸
入
を
記
す
港
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

ー
、
パ
ル
パ
リ
コ
シ

（
イ
シ
グ
ス
河
口
）
「
：
・
ガ
ラ
ス
器
と
銀
器
と
貨
幣
・
：
」
（
第
三
十
九
節
）

2
、
パ
リ
ュ
ガ
ザ

（
現
在
の

Z
R
Z
E
河
に
そ
う
凶
H

・0
担
任
）

「
今
日
迄
パ
リ
ュ
ガ
ザ
で
は
古
い
ド
ゥ
ラ
グ
メ

l
貨
幣
が
流
通
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
は
ア
レ
グ
サ
シ
ド
ゥ
ロ
ス
以
後
に
王
位
に
即
い
た
ア
ポ
ロ
ド
ト
ス
や
メ
ナ
シ
ド
ゥ
ロ
ス
の
印
が
ギ
リ
シ
ア
文
字
で
刻
印
さ
れ
て
い

る
」
、
「
・
：
比
の
地
方
の
貨
幣
と
有
利
に
交
換
さ
れ
る
金
、
銀
デ

1
ナ
l
リ
ウ
ス
貨
幣
：
・
」

3
、
ム

l
ジ
リ
ス

（
現
在
の
同

E
ロ
問
国
ロ
ロ
円
）
、
ネ
ル
キ
ュ
シ
グ
（
現
在
の
問
。
片
付
釦
苫
日
出
）

こ
れ
ら
の
諸
港
の
中
で
3
の
グ
ミ

l
ル
地
方
に
あ
た
る
地
域
に
、
現
在
ロ

l
マ
銀
貨
が
多
量
に
発
見
さ
れ
る
の
は
、

「
極
め
て
多
量
の
貨
幣
」
こ
の
地
域
と
の
貿
易
が

盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
に
は
も
と
も
と
貨
幣
を
発
鋳
す
る
強
力
な
王
権
が
な
く
、
む
し
ろ
ロ

i
マ
銀
貨
が
こ
れ
に
代

っ
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
パ
リ
ュ
ガ
ザ
で
は
、
西
北
イ
シ
ド
の
ア
ポ
ロ
ド
ト
ス
（
前
一
五
六
｜
一
四
O
年
）
や

メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
（
お
そ
ら
く
前
二
世
紀
の
中
頃
）
な
ど
の
銀
貨
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
二
百
年
以
前
の
貨
幣
が
い
ま
だ
通
行
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
ナ
ル
マ
グ
河
以
南
の
デ
カ
シ
高
原
に
は
ア
シ
ド
ラ
王
朝
が
あ
り
、
北
の
マ
ワ
リ
ア
王
朝
の
時
す
で
に
貨
幣
を
発
鋳
し
て
い
た
の
で
、

良
質
の
ロ

l
マ
銀
貨
は
歓
迎
さ
れ
て
も
、
シ
ー
ク
ェ
ル
（
同
・
ω
0
4
司
巴
同
）
の
説
く
よ
う
に
、
こ
れ
を
鋳
か
し
て
、

再
び
現
地
の
貨
幣
に
再
鋳
造

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」
第
三
十
九
節
に
よ
る
と

「
セ
レ
ス
の
毛
皮
と
綿
布
と
生
紙
と
黒
色

こ
の
「
背
後
の
内
地
に
は
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
の
首
都
ミ
シ
ナ
ガ
ル

と
み
え
、
こ
の
パ
ル
テ
ィ
ア
人
は
村
川
堅
太
郎
氏
の
説
く
如
く
、

イ
シ
デ
ィ
ゴ
」
な
ど
が
イ
シ
グ
ス
川
口
の
パ
ル
パ
リ
コ
ジ
で
積
み
こ
ま
れ
た
。

が
あ
る
。
パ
ル
テ
ィ
ア
人
の
玉
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
い
る
・
：
」
（
第
三
十
八
節
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
賞

（
岡
崎
〉



ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
！
？
銀
貨

（
岡
崎
）

二
四

ア
ル
サ
ケ
ス
朝
の
パ
ル
テ
ィ
ア
人
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る

F
E七釦
HHE自
由
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

註

（

1
）

ω町
宮

o
E
5
2
4司
Z
色
。
同
U

開
。
B

O

V
恒
三
E
5
0
即
日
吉
岡

g
－H42ロ
t
o
n－
F
Oロ
品
。

P
H由
良
・

糸
賀
昌
昭
氏
訳
「
大
ロ
1
7
目
帝
国
の
膨
張
」
昭
和
三
十
二
年
。

（2
〉

4
3
ュ1
5
富
田
円
目
印
刷
門
司

S
g
o守
「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ
l
海
案
内
記
」
は
紀
元
一
世
紀
の
中
葉
、
ロ
1
7
帝
国
領
土
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
の
人
の
著
述
に
な
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
文
献
で
、
ロ
！
？
帝
政
期
に
お
け
る
南
海
貿
易
の
案
内
記
で
あ
る
。
日
本
で
は
村
川
堅
太
郎
氏
の
す
ぐ
れ
た
訳

注
が
あ
り
、
本
稿
も
、
そ
れ
に
よ
る
と
乙
ろ
が
多
い
。

村
川
堅
太
郎
訳
「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ
l
海
案
内
記
」
（
生
活
社
〉
昭
和
二
十
一
年
。

（

3
）
河
・

ω申
唱
。
】
回
目
図
。
ヨ
担
ロ
ロ
。
山
口
凹
向
。
ロ
ロ
円
四
時
国
同
ロ
品
目
目
・
同
一
同
〉

ω－
N
N
M〈
F
H由O
A
F
－

（4
）
村
川
堅
太
郎
、
前
訳
書
、
一
九
一
頁
。

（5
）
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
、
ロ

1
7
時
代
の
東
方
、
南
海
貿
易
に
つ
い
て
邦
文
で
か
か
れ
た
も
の
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

柘
植
一
雄
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
お
け
る
束
・
南
方
貿
易
の
発
展
」
秀
村
欣
二
「
ロ
！
？
帝
国
と
イ
ン
ド
」

l
南
海
貿
易
に
関
す
る
若
干
の
考
察
｜

（
「
古
代
史
講
座
」
目
、
三
上
次
男
編
、
古
代
に
お
け
る
交
易
と
文
化
交
流
・
所
収
）
昭
和
四
十
一
年
。

3 

パ
ル
パ
リ
コ
シ
の
後
背
に
あ
た
る
パ
キ
ス
グ
シ
の
イ
シ
、
グ
ス
河
上
流
よ
り
、

の
初
頭
よ
り
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
シ
ス
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
近
年
に
は
イ
グ
リ

1
、

院
祉
が
調
査
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
古
代
貨
幣
も
整
理
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
グ
シ
、
ッ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
に
か
け
て
、
今
世
紀

日
本
な
ど
の
調
査
隊
が
加
わ
り
、
古
代
の
都
市
、
仏
教
寺

紀
元
前
、
ア
レ
グ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
が
イ
ラ
シ
よ
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
グ
シ
を
へ
て
、
西
北
イ
シ
ド
に
侵
入
し
た
が
、
前
二
四
八
年
ご
ろ
パ
ク
ト

リ
ア
に
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
が
独
立
し
て
王
国
を
つ
く
り
、
金
、
銀
、
銅
の
貨
幣
を
発
鋳
し
て
い
た
。
こ
れ
は
王
の
像
を
表
面
に
鋳
出
し
、
ギ
リ

シ
ャ
文
字
で
王
名
を
い
れ
、
現
在
、
発
見
さ
れ
る
貨
幣
よ
り
八
名
の
王
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
デ
ィ
オ
ド
ト
ス
（
在
位
約
前
二
四
五
｜
二
三



O
年
〉
は
、
金
、
銀
の
両
貨
が
あ
り
、
こ
の
貨
幣
は
イ
シ
ド
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

O
ー
ニ

O
O年
）
は
シ
リ
ア
の
ア
シ
テ
ィ
オ
コ
ス
三
世
と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
り
、
北
は
ツ
グ
デ
ィ
ア
ナ
よ
り
、
ア
フ
ガ
＝
ス
グ
シ
、
パ
キ
ス
グ
シ
の

エ
ワ
テ
ィ
デ
ム
ス
（
在
位
約
前
二
三

パ
シ
ジ
ャ
プ
、
イ
シ
グ
ス
河
下
流
に
ま
で
勢
力
を
及
ぼ
し
た
。

エ
ク
テ
ィ
デ
ム
ス
の
貨
幣
は
南
は
ア
フ
ガ
シ
・
セ
イ
ス
グ
シ
、

及
び
、
ッ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
る
パ
ル
テ
ィ
ア
初
代
の
都
、
古
＝
サ
の
宝
物
庫
よ
り
、
ア
レ
グ
サ
シ
ド
ロ
ス
お
よ
び
パ
ル
テ
ィ
ア
の
ミ
ト
F

グ
テ
ス
王
（
在
位
前
一
七
一
ー
一
三
八
年
）
の
銀
貨
と
と
も
に
、
こ
の
王
の
銀
貨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
エ
ワ
テ
ィ
デ
ム
ス
王
以
後
、
中
央
ア

ジ
ア
よ
り
西
北
イ
シ
ド
に
か
け
て
ギ
リ
シ
ア
文
字
、
王
の
側
面
像
を
も
っ
貨
幣
が
さ
か
ん
に
発
鋳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

パ
ジ
ジ
ャ
プ
に

（
在
位
約
前
二

O
O年
頃
）
は
、
ア
フ
ガ
＝
ス
グ
シ
よ
り
イ
シ
ド
に
侵
入
し
た
。

ギ
リ
シ
ア
的
都
市
シ
ル
カ
ヲ
プ
が
建
設
さ
れ
た
の
は
こ
の
王
の
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
貨
幣
に
王
の
帽
子
に
象
の
頭
を
つ
け
た
こ
と
は
イ

シ
ド
側
の
象
徴
を
つ
け
て
、
そ
の
住
民
の
歓
心
を
も
と
め
た
も
の
で
お
ろ
う
。
デ
メ
ト

p
オ
ス
が
西
北
イ
シ
ド
に
重
心
を
う
つ
し
た
た
め
、
ェ

ク
グ
ラ
テ
ィ
デ
ス
（
前
一
七
五

i
一
五
六
年
〉
は
パ
グ
ト
リ
ア
で
独
立
し
た
の
で
、

エ
ク
テ
ィ
デ
ム
ス
王
の
子
、
デ
メ
ト
リ
オ
ス

グ
キ
シ
ラ
に

ヒ
シ
ズ
グ
シ
ュ

l
山
脈
以
北
の
エ
汐
グ
ラ
テ
ィ
デ
ス
、
以

南
の
デ
メ
ト
リ
方
ス
の
二
王
統
が
生
れ
た
。

－
四
O
年
〉
で
、
パ
グ
ト
リ
ア
最
後
の
王
で
あ
る
0

・
中
国
側
の
記
録
に
大
月
氏
が
大
夏
を
た
お
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
が
、

の
王
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

エ
・
ワ
グ
ラ
テ
ィ
デ
ス
の
死
後
、
そ
の
あ
と
を
お
そ
っ
た
の
は
ヘ
リ
オ
グ
レ
ス

（
在
位
前
一
五
六
｜

こ
の
時
の
大
夏

そ
の
噴
、
ヵ
l
プ
ル
地
方
に
い
た
メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
は
デ
メ
ト
リ
ゥ
ス
王
統
と
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

入
し
、
西
北
イ
シ
ド
の
シ
ャ

l
カ
ラ
（
現
在
の
自
己
目
8
3
に
都
し
た
。

に
あ
た
る
。
メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
の
貨
幣
は
種
類
、
量
と
も
に
多
く
、

メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
は
イ
シ
ド
に
侵

パ
リ

l
語
の
仏
典
に
み
あ
え
る
ミ

p
y
久
子
（

5
E
S
は
こ
の
王

そ
の
裏
に
仏
教
の
法
輸
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
あ
る
の
は
興
味
が
あ
る
。
メ

ナ
シ
ド
ロ
ス
王
の
貨
幣
は
ア
フ
ガ
エ
ス
グ
シ
の
カ

l
プ
ル
よ
り
、

イ
シ
ド
の
マ
ト
ゥ
ラ

I
の
聞
に
多
く
分
布
し
、
そ
の
一
種
は
カ
シ
ュ
ミ

l
ル

に
出
土
し
、
ま
た
イ
シ
ド
西
南
岸
の
パ
リ
ュ
ガ
ザ
に
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
先
に
の
ベ
た
「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ

1
海
案
内
記
」
に
よ
る
と
、
パ
リ

ュ
ガ
ザ
で
は
ア
ポ
ロ
ド
ト
ス
や
メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
の
貨
幣
が
通
行
し
て
い
た
こ
と
を
現
実
に
証
明
し
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
l
プ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨
ハ
岡
崎
）
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
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一
枚
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ロ
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銀
貨

（
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崎
）

一一六

紀
元
前
九
三
年
頃
、
西
北
よ
り
遊
牧
民
ス
キ
グ
イ
（
サ
カ
）
人
が
侵
入
し
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
イ
シ
ド
支
配
が
崩
壊
す
る
。

パ
グ
ト
リ
ア

滅
亡
後
の
イ
シ
ド
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
の
諸
王
を
イ
シ
ド
・
ギ
リ
シ
ャ

（同ロ円四
0
・
m吋
OORH）
王
と
よ
び
、
ス
キ
グ
イ
侵
入
後
の
諸
王
を
イ
シ
ド
・

ス
キ
グ
イ
（
『
仏
0
・
2
3
E
S）
、
ま
た
は
イ
シ
ド
・
パ
ル
テ
ィ
ア
（
『
仏
0
・
3
3
E
S）
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
玉
名
は
幸
い
貨
慌
に
あ

マ
ー
シ
ャ
ル
（

ω町ト『・

そ
の
王
統
、

系
譜
な
ど
は
い
ま
だ
に
不
分
明
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
諸
王
の
通
貨
が
少
な
か
ら
ず
発
見
さ
れ
、

組
合
せ
が
明
ら
か
に

そ
の
名
は
わ
か
る
が
、

宮

R
包

g
ロ
）
の
グ
キ
シ
ラ
（
叶
mu門
戸
釦
）
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

な
っ
て
来
た
。
こ
の
こ
と
は
章
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、

註

（1
）
パ
ク
ト
リ
ア
お
よ
び
酋
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
系
文
化
に
つ
い
て
は
、
左
の
著
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

巧・
4
『－
A

「田

E
U
寸
宮
の
お
叩
口
加
古
切
田
口
仲
門
戸
田
白
白
色
同
ロ
門
岡
山
田
・
。

gHV円向島問
0

・
邑
巴
・

（2）

V
・
マ
ツ
ソ
ン
著
、
加
藤
九
件
訳
「
埋
も
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

5
、
パ
ル
テ
ィ
ア
王
の
宝
物
庫
、
（
岩
波
新
書
）
一
九
七
O
年。

（3
）
中
村
元
「
イ
ン
ド
思
想
と
ギ
リ
シ
ア
恩
惣
の
交
流
」
昭
和
三
十
四
年
。

中
村
元
・
問
中
島
鏡
正
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
」
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ア
の
対
決
（
東
洋
文
庫
）
昭
和
三
十
八
年
。

（4
）
巧
・
4
『
・
寸
同
百
二
E
p
u・
8ω
・

（5
）
パ
ク
ト
リ
ァ
、
イ
ン
ド
リ
ギ
リ
シ
ア
、
イ
ン
ド
リ
ス
キ
タ
ィ
、
イ
ン
ド
U
パ
ル
テ
ィ
ァ
、
ク
シ
ャ
ン
朝
の
貨
幣
に
つ
い
て
主
な
も
の
に
次
の
如
き
図

録
が
あ
る
。

戸
切
・

4
2宮
町
曲
目
品
目

P
E
a
g
o町口
D
吉田

Z
S
O
M
M”
と
与
宮

E
E
E－
E
F
0
5
〈。－－同・

H口
皆
目
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E日・

O
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E
E
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U
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』
・
〉
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岡
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U弘
巳

O同
5

0
同
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ロ
円
四
日
目
ロ
口
O
Z回
目
ロ
岳
町
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同
席
即
日
F
Z
g叩
同
日
・
。
町
四
冊
目
円
白
ロ
門
日

ωロ
ス
広
口
出
口
問
。
町
田
田
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仲
ユ
白
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白
血
古
島
Z
－
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含
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E
5
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5
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H
U
R
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4 

イ
ン
ド
に
は
じ
ま
っ
た
初
期
仏
教
寺
院
は
、

も
と
も
と
仏
舎
利
を
お
さ
め
た
ス
ト
ゥ

l
ハ

（塔）

の
礼
拝
よ
り
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
舎
利
容
器
も
、
石
、
水
晶
、
銀
、
金
な
ど
容
器
を
か
さ
ね
、
ま
た
宝
石
、
真
珠
、
玉
な
ど
の
七
宝
を
加
え
、

り
ア
フ
ガ
エ
ス
グ
シ
に
か
け
て
の
仏
塔
で
は
銭
貨
を
多
く
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
イ
シ
ド
・
ス
キ
テ
ィ
ァ
、

グ
キ
シ
ラ
、
ガ
シ
ダ
l
ラ
よ

イ
シ
ド
・
パ
ル
テ
ィ
ァ
、
グ
シ
ャ
ン
朝
を
は
じ
め
、

ロ
ー
マ
、
東
ロ

l
て
サ
サ
シ
朝
ベ
ル
シ
ア
な
ど
の
貨
幣
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
、

ス
ト
ゥ

l
パ
の
製
作
年
代
の
比
定
、
ひ
い
て
は
初
期
仏
教
美
術
の
成
立
に
つ
い
て
の
多
く
の
示
唆
を
あ
た
え
る
の
で
あ
る
c

も
と
よ
り
出
土
貨
幣
の
年
代
は
必
ず
し
も
ス
ト
ゥ

l
パ
の
年
代
で
は
な
く
、
そ
の
上
限
を
示
す
に
と
ど
ま
る
。
こ
と
に
グ
シ
ャ
ン
朝
な
ど
の

各
王
の
実
年
代
な
ど
も
決
定
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、

つ
づ
き
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ス
ト
ゥ

l
パ
の
様
式
、
舎
利
容
器
、
他
の
遺
物
な
ど
の
組
合
せ
な
ど
慎
重
な
手

も
と
の
西
北
イ
シ
ド
、
現
在
の
パ
キ
ス
グ
ン
領
に
あ
た
る
グ
キ
シ
ラ
、
ガ
シ
ダ

I
ラ、

ス
ワ
ッ
ト
な
ど
に
以
上
の
ベ
た
時
代
の
都
市
や
仏
教

遺
跡
が
あ
る
。

グ
キ
シ
一
乃
は
一
九
二
三
年
以
来
二
干
二
年
間
に
わ
た
り
、
マ
ー
シ
ャ
ル
ら
イ
シ
ド
考
古
局
の
手
で
調
査
さ
れ
、
ピ
ル
丘
（
里
町
・
自
。

g仏）、

（ωFHrm匂
）
、
シ
ル
ス
グ
（
巴
門
的
戸

EH）
の
三
つ
の
都
市
と
、

シ
ル
カ
ッ
プ

こ
の
近
郊
の
多
く
の
神
殿
、

仏
教
寺
院
な
ど
が
発
掘
さ
れ
た
。
シ

ル
カ
ッ
プ
は
イ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ャ
王
メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
公
算
が
多
く
、

シ
ル
ス
グ
は
グ
シ
ャ

l
y
代
ヴ
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ

ィ
セ
ス
の
創
建
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

シ
ル
カ
ヅ
プ
で
は
、
イ
シ
ド
・
ス
キ
テ
ィ
ア

（
サ
カ
）
、

お
よ
び
イ
ン
ド
パ
ル
テ
ィ
ア
、

グ
シ
ャ

l
ン
代
前
期
の
貨
幣
が
圧
倒
的
に
多
く
、

グ
シ
ャ

l
シ
代
の
も
の
で
は
グ
ジ
ュ

l
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
も
の
が
多
き
を
し
め
、
こ
の
王
の
時
に
、

グ
キ
シ
ヲ
を
そ
の
支
配
下
に
お
さ
め

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
在
位
は
ほ
ぼ
ロ

l
マ
の
ア
ワ
グ
ス
ト
ゥ
ス

（
前
三

O
｜
後
一
四
年
）
、
テ
ィ
ベ
リ
ワ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨

（
岡
崎
）

。

ィ
l
マ
・
カ
ド
フ
イ
セ
ス
王
銅
貨
（
一
枚
）
、
ヵ
ュ
シ
カ
王
銅
貨
（
三
枚
）
、

が
見
出
さ
れ
、

一
O
フ
ィ
ー
ト
下
の
石
室
中
に
銅
聾
が
あ
り
、

" 

ル
マ
イ
オ
ス
日
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
銅
貨
（
一
枚
）
、

の
他
四
枚
計
八
枚
を
計
え
る
。
さ
ら
に
銀
壷
一
個
が
あ
り
、
中
に
ロ

l
マ
銀
貨
（
七
枚
）

ク
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ
イ
セ
ス
銅
貨
（
一
枚
）
、

と
金
製
小
壷
が
発
見
さ
れ
た
。

カ
ユ
シ
カ
銅
貨
（
二
枚
）
、

そ

エ
シ
カ
王
を
下
限
と
し
、

フ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヵ
、
ヴ
ァ
ス
デ

l
グ
ァ
王
の
も
の
が
な
い
。

こ
れ
で
み
る
と
、
ヵ

ロ
l
マ
貨
幣
は
す
べ
て
帝
政
期
（
悶
o
u
g
E
F
Eロ
pw
ユO
仏）

の
も
の
で
あ
る
が
、
長
い
流
通
の
聞
に
損
傷
し
て
、
何
帝
で
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

県
の
パ
グ
リ
司
書

5
で
は
ア
ワ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
銀
貨
一
二
枚
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
銀
貨
二
枚
、

パ
シ
ジ
ャ
プ
州
、

ハ
ザ
ラ

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
（
一
一
七
｜
一
三
八
年
）

銀
貨
一
枚
が
一
括
遺
物
（
V
O
R
仏
）
と
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ル
市
近
郊
に
古
え
の
ガ
シ
グ
l
ラ
の
地
に
あ
た
る
。
こ
の
あ
た
り
は
回
教
地
帯
に
入
っ
た
た
め
、

が
ひ
ど
く
、

平
地
に
あ
る
古
代
寺
院
は
破
壊

市
の
東
部
シ
ャ

l
・
ジ
・
キ
・
デ
リ

1
3
v
m
F
b・E－
E
O巳）

ス
ト
ゥ

l
パ
の
形
さ
え
み
と
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
が
多
い
。

の
い
わ
ゆ
る
カ
エ
シ
カ
大
塔
（
一
名
雀
離
浮
図
）
は
一
九
O
九
年
、
ス
プ

l
ナ

l

（ロ・

ω
・
ωuco口
四
円
）
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、

の
〔
元
〕
年
に
製
作
し
た
こ
と
を
記
す
青
銅
製
舎
利
容
器
が
発
掘
さ
れ
た
。
塔
基
は
現
在
一
辺
一
八

O
フ
ィ
ー
ト
を
は
か
り
、
グ
キ
シ
ラ
の
グ

ル
マ
一
フ

l
ジ
カ
大
塔
（
一
辺
一

宋
雲
、
玄
災
な
ど
も
カ
ユ
シ
カ
王
の
創
建
と
、
そ
の
壮
大
な
規
模
を
つ
た
》
え
て
い
る
O

舎
利
容
器
中
に
は
、
六
角
形
水
田
聞
に
孔
を
う
が
ち
、
舎

利
を
お
さ
め
た
も
の
と
、
円
い
粘
土
の
封
印
を
入
れ
て
お
り
、
容
器
の
外
に
カ
ユ
シ
カ
王
の
貨
幣
一
枚
を
納
め
て
い
た
。

カ
ニ
シ
カ
王

カ
ニ
シ
カ
大
王
の
煙

納
と
し
て
は
い
さ
さ
か
少
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
ス
ト
ゥ

l
パ
の
壮
厳
な
ど
に
力
点
を
お
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ハ
イ
パ
ル
峠
を
こ
え
、
ア
フ
ガ
エ
ス
グ
シ
に
入
る
と
や
が
て
ジ
ェ
ラ
ラ
パ

l
ド
に
つ
く
。
こ
こ
は
古
え
の

Z
担
問
問
巴
晶
門
担
で
、
玄
突
の
「
大

唐
西
域
記
」
に
は
那
掲
羅
局
国
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
近
郊
に
は
フ
ラ
ン
ス
調
査
団
の
調
べ
た
ハ

y
グ
国
主
－
a
m、

都
大
学
の
水
野
清
一
教
授
ら
の
調
べ
た
ラ
ル
マ

F
m
－Bm
な
ど
仏
教
遺
跡
が
少
な
く
な
い
。

ジ
ェ
ラ
ラ
パ

l
ド
西
北
に
あ
る
ピ

l
マ
ラ
シ
回
同

H
S
Eロ
大
塔
（
第
十
塔
、

一
九
六
二
、

六
五
年
、
京

マ
ツ
ツ
シ
の
岡
山
口
M
M
W
H

・邸守口同，
o句
。

N
）
は
、

一
八
三

O
年
頃
、



守

y
y
y
（
の
・
冨
g
m
oロ
）
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
。
滑
石
製
の
舎
利
容
器
の
中
よ
り
黄
金
製
舎
利
容
器
、
ア
ゼ
ス
（
kpNg）
ま
た
は
ア
ゼ
ス

二
世
の
金
貨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ラ
シ
ド
（
切
・
同
0
4
『
宮
ロ
仏
）
は
、
ピ

1
マ
ラ
シ
の

舎
利
容
器
を
ロ

l
マ
の
石
棺
彫
刻
な
ど
と
比
較
し
て
、
後
二
｜
三
世
紀
の
ロ

1
マ
後
期
ア
シ
テ
ィ
y
グ
美
術
に
対
照
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
ジ
ェ
ラ
ラ
パ

l
ド
南
方
西
よ
り
数
キ
ロ
に
あ
る
ア
ヒ
シ
H

ポ
y

シ
ュ
（
kpvE・吉田
V
）
の
ス
ト
ゥ

l
パ
よ
り
ロ

l
マ
貨
幣
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
（
現
在
、
ロ
シ
ド
シ
、
大
英
博
物
館
蔵
）
こ
れ
は
－
八
七
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
人
シ
シ
プ
ツ
シ
当
・
臼
田
宮

8
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、

塔
の
内
部
よ
り
黄
金
舎
利
容
器
と
と
も
に
二
十
個
の
金
貨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
十
七
個
は
グ
シ
ャ
シ
代
の
ク
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ

三
個
が
ロ

l
マ
の
皇
帝
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
ロ
O
B
E
ω
ロロ
ω
（
在
位
、
八
一
｜
九
六
年
）
、
ト
ラ

ス
、
カ
ニ
シ
ヵ
、

フ
グ
ィ
シ
ュ
カ
の
貨
幣
で
、

ヤ
ヌ
ス
↓

g官
ロ
ロ
ω
（
在
位
九
八
ー
－
一
七
年
）
、

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
出
包
同
町
田
口
白
の
皇
后
サ
ベ
ナ

ω吾
首
m
（
二
七
｜
一
一
一
七
）
の
金
貨
で
あ

っ
た
。水
野
清
一
先
生
は
こ
の
あ
た
り
の
調
査
報
告
に
「
チ
ャ
ハ
ル
パ

l
グ
仏
塔
群
の
東
方
に
一
つ
仏
塔
が
見
出
さ
れ
た
が
、

そ
れ
が
ア
ヒ
シ
ポ
ッ

グ
ュ
群
の
一
塔
か
も
し
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
日
時
の
関
係
で
こ
こ
か
ら
ひ
き
か
え
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

水
野
隊
の
い
う
シ
ア
l
コ
仏
塔
群
は
、
出
土
の
グ
シ
ヤ
ジ
代
貨
幣
よ
り
み
て
、
一
世
紀
の
製
作
に
か
か
り
、

《四日

二
世
紀
の
も
の
が
多
く
、
ア
ヒ
シ
・
ポ

v
シ
ュ
大
塔
も
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
ラ
ラ
パ

l
ド
の
南
郊
に
あ
る
ハ
V

グ
町
、
ス
ト
y

コ
の
仏
像
を
も
っ
塔
の
あ
る
寺
院
が
多
い
。
ハ

y
グ
第
十
崎
、
H

，

a宮
内

m
gロ
か
ら

東
ロ

l
マ
の
皇
帝
、
テ
オ
ド
シ
ワ
ス
叶
，

zaszm〈
在
位
、
四

O
八
l
四
五

O
年
〉
、
マ
ル
キ
ア
ヌ
ス
冨
向
。
日

8
5（
四
五

O
l四
五
七
年
）
、

サ
サ
シ
朝
ペ
ル
シ
ア
の
銀
貨
二

O
O枚
を
マ

y
y
y
n・
冨
富
田
O
ロ
が
発
見
し
て
い

で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
六
世

チ
ャ
ハ
ル
・
パ

I
グ
仏
塔
群
は

の
金
貨
五
枚
と
、

る
。
サ
サ
ジ
朝
ベ
ル
シ
ア
の
銀
貨
の
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
は
、

レ
オ

F
g
（
四
五
七
｜
四
七
四
年
〉

カ
ヲ

1
ド
同

mwg一
円
四
（
四
八
八

l
五
三
一
年
）

紀
初
頭
の
製
作
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
カ
ワ
ー
ド
の
次
の
王
ホ
ス
ロ

l
一
世
の
げ
O
R
o
g
同
（
五
三
一

l
五
七
九
年
）
は
、

西
ト
ヅ
ケ
ッ
と

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
プ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨

（
岡
崎
〉



ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨

岡
崎、J

結
ん
で
エ
フ
グ
ル
を
ゃ
ぶ
り
、
カ
プ

l
ル
よ
り
、
イ
シ
グ
ス
川
上
流
ま
で
攻
め
こ
ん
だ
の
で
、
こ
れ
以
前
の
奉
献
に
な
る
公
算
が
多
い
。

ベ
グ
ラ
ム
凶

o
m
g
E
は
カ
プ
ー
ル
の
北
方
チ
ャ

p
カ
ル
の
束
、
プ
ル
ジ
・
ア
プ
ド
ゥ
ラ
に
あ
る
古
城
抵
で
、
フ
ラ
シ
ス
調
査
隊
純
一
九
三

六
年
よ
り
四
二
年
に
か
け
て
、
さ
ら
に
一
九
四
六
年
に
、
発
掘
調
査
を
行
な
い
玉
城
の
祉
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
と
に
一
九
三
七
年
よ
り
四
O

年
に
か
け
て
の
発
掘
で
、
宮
殿
祉
よ
り
イ
シ
ド
の
象
牙
浮
彫
板
、
ロ
ー
マ
の
ガ
ラ
ス
製
品
、
ヘ
レ
＝
ズ
ム
時
代
の
青
銅
小
像
、
漢
代
中
国
の
漆

器
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
年
代
よ
り
い
え
ば
一
、
二
世
紀
代
の
製
作
に
な
る
も
の
で
、
三
世
紀
に
入
り
、
サ
チ
ン
・
ペ
ル
シ
ャ
の

シ
ャ
プ

l
ル
一
世
（
在
位
二
四
一
｜
二
七
二
年
）
の
軍
が
ア
フ
ガ
＝
ス
グ
シ
に
侵
攻
し
た
際
、
埋
没
し
た
可
能
性
が
る
る
。
こ
こ
で
も
多
量
の

古
代
貨
幣
が
採
集
さ
れ
、
ギ
ル
シ
ュ
初
斗
戸
の

E
g
v
g
g
が
発
掘
を
指
揮
し
た
一
九
四
一
年
よ
り
一
九
四
二
年
に
か
け
て
三
八

O
枚
の
貨

幣
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
分
類
す
る
と
、
イ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ャ
時
代
四
十
九
枚
、
イ
シ
ド
・
ス
キ
グ
イ
お
よ
び
イ
シ
ド
・
パ
ル
テ
ィ
ア

時
代
二
十
五
枚
、
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
、
ワ
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
グ
シ
ャ
シ
前
期
（
河
0
目
白
色
何
回
釦
同
身
HMm丘
町
同
o
g
n
v
m口市）

は一

O
四

枚

、

グ

ア

ス

デ

l
グ
ァ
に
い
た
る
グ
シ
ャ
ン
盛
期
は
一
一
三
枚
、

カ
エ
シ
ヵ
、

フ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヵ
、

グ
シ
ャ
シ
後
期
（
同
o宮
内
目
。
－
m

ロH
O
O
H
円
四

O

E

H

〈。

ε
H凶
器
片
山

O

問
。
ロ

nHHSF白
）
の
貨
幣
は
四
十
二
枚
を
か
ぞ
え
る
。
ま
た
グ
キ
シ
ラ
の
方
形
貨
や
ザ
ザ
シ
の
ホ
ス
ロ

I
二
世

（
三
五

O
l三
五
八
年
）

（
五
九

O
l六
二
七
年
）

の
銀
貨
が
あ
る
。

サ
サ
シ
朝
の
銀
貨
は
こ
の
他
シ
ャ
プ

1
ル
二
世

の
銅
貨
が
知
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
一
九
四
六
年
の
発
掘
で
は
、
王
宮
の
入
口
に
あ
る
A
室
の
ち
か
く
で
ホ
ル
ム
ズ
ド
一
世
（
二
七
二
｜
二
七
三
年
）

の
銀
貨
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
サ
サ
シ
朝
ベ
ル
シ
ャ
の
勢
力
は
幾
度
か
の
間
断
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
聞
こ
の
古
城
は
使
用
さ
れ
つ
づ
け
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
に
よ
る
と
玄
弊
は
、
パ

l
ミ
ヤ

l
y
よ
り
深
山
（
ヒ
シ
ズ
グ
シ
ュ
山
脈
）
を
こ
え
、
カ
ピ
シ
（
迦
畢
試
）

国
に
つ
い
た
。
ベ
グ
ラ
ム
は
、
ヵ
ピ
シ
国
の
都
城
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
れ
は
こ
の
都
城
に
つ
い
て
は
記
さ
ず
、
城
の
東
に
あ
る
抄
落
迦
寺

に
と
ま
っ
て
い
る
。
ガ
シ
グ
1
ラ
の
カ
エ
シ
カ
王
が
中
央
ア
ジ
ア
よ
り
イ
シ
ド
に
わ
た
る
大
帝
国
を
建
設
し
た
際
、
中
国
の
西
の
辺
境
に
あ
る

国
王
が
カ
エ
シ
カ
王
に
王
子
を
人
質
に
送
っ
た
。
こ
の
王
子
は
、
ヵ
ェ
シ
カ
王
に
好
遇
さ
れ
、
冬
は
イ
シ
ド
に
、
夏
は
カ
ピ
シ
に
春
、
秋
は
ガ



ジ
グ
l
ラ
に
住
ん
だ
と
い
う
話
を
玄
弊
は
こ
こ
で
き
い
て
い
る
。
カ
－
一
シ
カ
王
は
ガ
シ
グ

l
ラ
を
主
な
首
都
と
し
、

カ
ピ
シ
ま
た
は
イ
ン
ド
の

マ
ト
ゥ
ラ
ー
に
は
副
王
ま
た
は
太
守
グ
ラ
ス
が
駐
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

園
、
ロ

1
マ
世
界
の
物
資
を
あ
つ
め
、
ま
さ
に
東
西
交
渉
の
中
枢
の
地
位
を
な
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
器
や
青
銅
製
品
は
イ
グ
リ

l
、

代
の
都
市
ポ
シ
ベ
イ
の
出
土
品
と
同
類
で
、
ベ
ス
ピ
ア
ス
山
が
噴
火
し
た
紀
元
七
九
年
以
前
の
製
作
に
な
る
も
の
だ
と
ロ

1
ラ
シ
ド
回
・

同

MW1Lt
が
指
摘
し
て
い
る
。
ポ
シ
ベ
引
マ
は
逆
に
イ
ン
ド
製
品
と
お
も
わ
れ
る
象
牙
女
神
像
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海

一
、
二
世
紀
の
ベ
グ
ラ
ム
は
、
先
に
み
る
よ
う
に
イ
シ
ド
、
中

ロ
ー
マ
時

案
内
記
」
に
パ
ル
パ
り
コ
シ
港
に
ロ

1
マ
世
界
よ
り
の
輸
入
品
の
一
つ
に
ガ
ラ
ス
器
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

玄
弊
の
い
う
イ
シ
ド
（
マ
ト
ゥ

ラ

l）
、

ガ
シ
グ
l
ラ、

カ
ピ
シ
な
ど
の
都
市
に
、
さ
ら
に
輸
出
さ
れ
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
、

ベ
グ
ラ
ム
の
発
掘
は
ま
さ
に
そ
れ
を
実
証
し

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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前
に
も
の
ベ
た
よ
う
に
、
グ
キ
シ
ラ
で
は
七
六
二
九
個
の
発
見
貨
幣
の
中
で
、

ア
ク
グ
ス
ト
ゥ
ス
と
テ
ィ
ベ
リ
ク
ス
の
銀
貨
が
二
枚
、
ベ
グ

ラ
ム
で
は
三
八

O
個
の
発
見
貨
幣
の
中
に
は
ロ

l
マ
貨
幣
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

発
見
さ
れ
た
も
の
は
、

マ
－
ア
キ
ア
ラ
l
、
ア
ヒ

Y
H
ポ
ヲ

シ
ュ
の
ス
ト
ゥ

l
パ
の
よ
う
に
仏
教
寺
院
の
塔
の
舎
利
容
器
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
特
殊
な
埋
納
を
示
し
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
と
は
み

と
め
が
た
い
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
グ
シ
ャ
シ
朝
が
お
こ
り
、
通
貨
を
自
ら
鋳
造
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
の
貨
幣
の
通
行
の
必
要
を
認
め
な

か
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
世
紀
前
半
の
グ
シ
ャ
シ
朝
の
祖
、
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
（
後
漢
書
西
域
伝
に
い
う
丘
就
部
）
は
、

銀
貨
、
銅
貨
を
鋳
造
し
た
。
こ
れ
に
は
ギ
リ
シ
ャ
語
と
そ
の
文
字
（
表
面
）
、
ヵ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
文
字
と
プ
ラ

1
グ
リ

v
ト

れ
「
王
」
、
「
大
王
」
、
「
諸
王
の
玉
」
の
称
号
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
子
、
グ
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
（
閤
膏
珍
）
は
、

し
た
。
か
れ
は
銀
貨
を
出
席
し
て
は
じ
め
て
金
貨
を
鋳
造
し
て
い
る
。
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
貨
幣
は
カ
l
プ
ル
川
流
域
よ
り
西
パ
シ
ジ

こ
れ
ま
で
の
王
朝
に
な
ら
っ
て

（
裏
面
）

で
そ
れ
ぞ

マ
ト
ゥ

l
ラ
に
進
出

ャ
プ
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。

グ
キ
シ
ラ
の
発
見
で
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
も
の
と
み
ら
れ
る
銀
貨
三
枚
が
発
見
さ
れ
、
表
面
に
イ
シ
ド
・
ギ
リ
シ
ャ
の
王
ヘ
ル
マ

イ
オ
ス
の
胸
像
と
ギ
リ
シ
ャ
文
字
、
裏
面
に
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
文
字
で
グ
ジ
ュ
ラ
の
記
銘
の
あ
る
も
の
、

表
裏
と
も
に
二
種
の
文
字
で
グ
ジ
ュ
ラ
の
名
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
高
田
修
氏
は

ュ
ラ
の
勢
力
の
漸
次
増
大
し
て
い
っ
た
事
情
が
如
実
に
反
映
し
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

ま
た
表
面
に
ヘ
ル
マ
イ
オ
ス
の
胸
像
と

「
イ
シ
ド
・
ギ
り
シ
ャ
諸
王
に
代
っ
て
グ
ジ

ロ
ー
マ
の
貨
幣
を
模
し
た
も
の
の
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
表
面
に
は
左
む
き
の
王
の
胸
像
が
み
え
る
が
、

こ
れ
は
ロ

l
マ
貨
幣
の
模
造
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ア
ワ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
デ
ナ
リ
ゥ
ス
貨
（
前
四
年
｜
後
二
年
）
の
模
造
と

さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
ア
ラ

y

Q
－

K
H
S〉
の
提
臨

rよ
り
グ
ラ
ウ
デ
ィ
汐
ス
帝
ロ
富
島

g
（
後
四
一
l
l
五
四
年
）
の
模
造
に
あ
て
る

グ
ジ
ュ
ラ
の
銅
貨
の
中
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
1
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨

（
岡
崎
）
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六

こ
と
が
で
き
る
。
つ
づ
く
カ
－
一
シ
ュ
カ
大
王
の
時
は
、
金
貨
、
銅
貨
の
み
で
銀
貨
は
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ヴ
ァ
王
ま
で
金
貨
、
銅
貨
の
二
者
の
み
で
銀
貨
は
鋳
造
さ
れ
な
か
っ
た
。

ベ
グ
ラ
ム
発
見
例
か
ら
い
え
ば
、
グ
シ
ヤ
ジ
代
に
な
っ
て
も
、
イ
シ
ド
1
ギ
p
シ
ャ
、

の
貨
幣
は
全
貨
幣
三
四

O
個
の
中
で
七
四
個
を
数
え
る
。

「

Z
P
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」
で
は
、
イ
シ
ド
西
岸
の
パ
り
ュ
ガ
ザ
で
、

フ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヵ
、
グ
ア
ス
・
デ
l

イ
シ
ド
H

ス
キ
グ
イ
お
よ
び
イ
シ
ド
H
パ
ル
テ
ィ
ア

通
行
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
ベ
グ
ラ
ム
で
も
ア
ポ
ロ
ド
ト
ス
、

し
て
お
り
、
グ
シ
ャ
シ
朝
に
な
っ
て
も
依
然
、
前
代
各
地
域
で
発
鋳
し
た
銀
貨
を
襲
用
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

グ
ィ
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
が
金
貨
を
発
行
し
た
こ
と
は
、
グ
シ
ャ
シ
朝
が
遠
距
離
貿
易
、
商
業
の
発
展
に
よ
っ
て
広
い
そ
の
領
土
に
世
界
通

貨
と
し
て
必
要
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
グ
ィ

l
マ
の
金
貨
は
ロ

l
マ
の
ア
ク
レ
タ
ス
金
貨
を
模
範
と
し
て
鋳
造
し
た
も
の
で
、
一
二

グ
レ
イ
シ
（
八
．

O
グ
ラ
ム
）
の
重
さ
を
基
準
と
し
、
品
質
も
純
金
分
九
O
M
m以
上
で
、
き
わ
め
て
安
定
し
て
い
た
。

い
ま
ロ

I
T
、
ア
ク
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
金
貨

kFRog
を
み
る
と
、
鋳
造
地
ロ

l
マ
が
一
一
一
ニ
・
六
七
グ
ラ
ム
（
七
・
九
五
グ
レ
イ
シ
）
、
ス

が
ゴ
二
・

O
ニ
（
七
・
八
四
グ
レ
イ
シ
）
、
東
方
鋳

メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
の
貨
幣
が

メ
ナ
シ
ド
ロ
ス
な
ど
イ
シ
ド
目
ギ

p
シ
ャ
の
貨
幣
料
現
実
に
出
土

一
世
紀
の
中
葉
、

ア
ポ
ロ
ド
ト
ス
、

ペ
イ
シ
が
一
二

0
・
八
五
グ
ラ
ム
（
七
・
八
三
グ
レ
イ
シ
）
、
ル
グ
ド
ヌ
ム
（

p
オ
シ
）

造
が
一
二

0
・
一
四
グ
ラ
ム

グ
シ
ャ
シ
朝
の
グ
ィ

l
マ
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
王
の
金
貨
は
、

（
七
・
九
O
五
グ
レ
イ
シ
）
、
カ
昌
シ
ュ
カ
王
の
金
貨
は
一
二
二
グ
ラ
ム

（
七
・
九
O
五
グ
レ
イ
シ
）
、
グ
ア
ス
デ
l
ヴ
ァ
王
の
金
貨
は
一
一
二
グ
ラ
ム

（
七
・
七
八
グ
レ
イ
シ
）
の
平
均
値
を
は
か
る
。

大
形
品
は
二
四
二
グ
ラ
ム

（
一
五
・
六
八
グ
レ
イ
シ
）
、

小
形
品
一
二
二
グ
ラ
ム

フ
グ
ィ
シ
ュ
カ
王
の
金
貨
は
一
一
二
グ
ラ

（
七
・
九
五
グ
レ
イ
シ
〉
、

ム
（
七
・
八
四

O
グ
レ
イ
シ
〉
、

グ
レ
イ
シ
〉
を
は
か
り
、
ロ
ー
マ
の
ア
ク
レ
イ
金
貨
と
ほ
ぼ
重
量
が
同
じ
で
あ
る
。

み
る
連
珠
文
圏
は
、
あ
き
ら
か
に
ロ

l
マ
貨
幣
の
王
像
の
ま
わ
り
に
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
二
二
グ
ラ
ム

（
七
・
八
四
O

ま
た
、
グ
シ
ャ
シ
朝
金
貨
の
王
像
、
諸
神
像
の
ま
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
グ
シ
ャ
シ
朝
で
は
、

ロ
ー
マ
の
金
、
銀
貨
に
基
準
を
あ
わ
せ
て
お
り
、
金
貨
は
ロ

l
マ
の
金
貨
よ
り
も
強
力
で
あ
っ
た
。
横

目

a

，，－

φ
J
J
I
 



グ
シ
ャ
シ
朝
で
は
、
自
ら
の
強
力
な
幣
制
を
も
っ
て
い
た
た
め
、

ロ
ー
マ
の
貨
幣
で
グ
シ
ャ
ン
帝
国
内
に
入
っ
た
も
の
は
流
通
す
る
こ
と
な
く

改
鋳
さ
れ
た
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
容
易
に
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。
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の
E
M
V同
広
岡

P
H
U
2・司・

2
・

河
・
の
『
昨
日
目

HB胆
口
一
回
申
白
日

HO円
白
日
同
冊
目
同
『
口

FbAU】。岡山由
EA山田
2
z
a
oユ
白
回
。
目
白
ロ

HHO日
開
。
ロ
帥
｝
凶
胆
ロ
田
宮
・
ロ
・
〉
－

HJKF・
↓
。

s
o
以
口
・

cmw宵
O
H
U
8・

山
崎
利
男
「
ク
シ
ャ
l
ン
朝
と
グ
プ
タ
帝
国
」
三
、
ク
シ
ャ
l
ン
朝
下
の
商
業
（
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
三
・
古
代
3
）
一
九
七
O
年。

出
・
冨
主
昨
日
ロ
同
日
M

二
。
。
吉
田
。
間
同
町
。
同

O
B同
ロ
開

5
1
3
z
s
o
回
同
席
仲
間
『
冨

E
g
g－
〈
三
－

H・
〉
口
問
回
目
吉
田
件
。
〈

E
o－－吉田－

FO田島
o
p
呂田
m－

HN・国・
4
司
E
S
F
g
f
の
曲
神
田
】
。
同

5
。
向
。
。
同
国
土
回
忌
叩

Eロ
』
与
冨

E
B
B－
U
F
R
P
〈
。
】
・
同
・
古
島
中
間

3
0】
同
口
。
山
口
問
・
。
同
時

2
P
昌
広
・

ロ
！
？
貨
幣
と
ク
シ
ャ
ン
朝
貨
幣
を
比
較
研
究
し
た
も
の
に
、
次
の
論
文
が
あ
る
o

u・
4
『
・
冨

S

E唱曲目】
U

袋
、
目
。
当
巴

m
g
日
H
S
E
E
m
oご
宮
の
。
戸
内
回
同
ロ
品
。
。

3
2
の
o
Z世
間
冊
。
ご
『
品
開

5
F
Pロ
ロ
吉
田
日
々

P
0
5
5
5胆

岡
田
島

HMV22
件
。
〈
世
話
品
。
〈
州
W
J
』
。
ロ
ロ
岡
田
】
え

Z
回
目
山
田
自
己
目
白

ω
o
n
u
s
－
片
岡
田
品
目

P
〈

o－－

MN－
H∞
g・

u・
4
弓
・
云

2
円四

0
4
4
P
F
R
Z
E
B
U
S三
片
岡
w三
品
。
口
口
＠
同

O『
芸
叩
口
同
件
。
。
問
問
自
由
明
日
向
m
W
3

．MM
曲目

M申
円
曲
。
ロ
吾
叩
巴
白
件
。
。
問
問
旧
同
回
目
共
同
－

Q
E
3

6 

ツ
由
連
領
中
央
ア
ジ
ア
で
、
パ
ル
テ
ィ
ア
初
代
の
都
、
古
（
旧
）

一
サ
の
宝
物
庫
で
は
、
パ
グ
ト
リ
ア
、

ハ
ル
テ
ィ
ア
の
ミ
ト
リ
グ
テ
ス
の
銀

貨
と
と
も
に
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
石
製
用
具
、
ロ

1
マ
・
シ
リ
ア
産
の
ガ
ラ
ス
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
三
一
世
紀
の
も
の
を
ふ
く
ん
で

い
る
。
新
ニ
サ
都
城
に
、
後
）
世
紀
の
貴
人
の
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
金
糸
刺
繍
の
織
物
片
、
牧
神
の
頭
部
の
あ
る
青
銅
製
の
ロ

l
マ
の
燭

ま
た
パ
ル
テ
ィ
ア
の
東
方
の
根
拠
地
メ
ル
ヴ
の
エ
ル
グ
・
カ
ラ
古
城
か
ら
ロ

l
マ
の
ガ
ラ
ス
な
ど
が
発
見
さ
れ
て

台
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

い
る
。
こ
れ
ら
は
ロ

l
マ
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ

1
7
銀
貨

（
岡
崎
）

七



ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
プ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
！
？
銀
貨

岡
崎、J

八

後
一
｜
三
世
紀
、
ア
フ
ガ
＝
ス
グ
シ
、
ツ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
の
南
部
お
よ
び
ア
フ
ガ
エ
ス
グ
シ
は
、

ソ
シ
は
メ
ル
グ
（
パ
ル
テ
ィ
ア
領
マ
ル
ギ
ァ
ナ
）
お
よ
び
ホ
レ
ズ
ム
地
方
は
パ
ル
テ
ィ
ア
の
政
府
ま
た
は
グ
シ
ヤ
ジ
朝
に
は
依
存
せ
ず
、
む
し

ろ
独
立
的
で
あ
っ
た
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
ぽ
グ
シ
守
シ
朝
の
治
下
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ソ
連
の
考
古
学
者
ス
グ
ヴ
ィ
ス
キ

l
（回・

ω
g
i
m
w
q）
は
近
年
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
グ
シ
ャ
ン
朝
遺
跡
の
調
査
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
貨

幣
、
中
国
の
貨
幣
、
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
の
ぺ
ー
ス
ト
・
ガ
ラ
ス
製
品
、
中
国
の
鏡
や
、
地
中
海
の
陶
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し

グ
シ
守
シ
朝
の
領
域
と
な
っ
た
。

マ
y

て
い
る
。

グ
シ
ャ
ン
朝
の
遺
跡
や
墳
墓
に
中
国
の
漢
鏡
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
グ
シ
ュ
ケ
シ
ト
市
近
郊
プ
レ
フ
ス
コ
イ
エ
切
店
貯
W
O
M
B

は
一
世
紀
の
グ
シ
ヤ
ジ
朝
下
の
古
墓
で
あ
る
。
遺
骸
に
接
し
て
前
漢
式
内
行
花
文
星
雲
鏡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
（
樋
口
隆
康
氏
教
示
て
ま
た
ワ

ズ
ベ
グ
共
和
国
レ
ニ
ナ
パ

l
ド
の
南
方
カ
ヤ
ラ
・
ガ
テ
ィ
（
同
mwM
詰

E
・の
mw
片
山
）
よ
り
方
格
規
矩
鏡
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
考
古
学
研
究
所
、
ザ
ド
ネ
プ

ロ
フ
ス
キ
ィ
氏
教
示
、
筆
者
実
見
て
ま
た
フ
エ
ル
ガ

l
ナ
の
カ
ラ
・
プ
イ
ラ
ク
（
問
問
守
切
巳

5
5
古
墓
は
一
世
紀
よ
り
四
世
紀
の
聞
の
も
の
で
、

グ
シ
ャ
シ
朝
下
の
漢
帝
国
側
よ
り
の
資
料
に
つ
い
て

内
行
花
文
鏡
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
エ
ル
ミ
タ
l
ジ
ユ
博
物
館
蔵
、
筆
者
実
見
）
な
ど
が
あ
る
。

は
ま
た
筆
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

ヒ
ジ
ズ
グ
シ
ュ
山
脈
北
側
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
グ
ン
領
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
？
ー
マ
貨
幣
の
出
土
は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

ソ
ス
河
）
の
北
岸
、
ソ
連
領
グ
ジ
ィ
グ
共
和
国
テ
ル
メ
ス
市
の
西
北
方
の
ハ
イ
ラ
パ

l
ド
・
テ
ベ
】
で
、
ジ
ュ

l
コ
フ
ら
の
調
査
に
際
し
、
ネ
ロ

帝

zog
（
五
四
｜
六
八
年
）
の
貨
幣
と
と
も
に
ギ
リ
シ
ア
の
勝
利
の
女
神
エ
ケ
や
ラ
オ
コ

l
y
を
形
ど
っ
た
テ
ラ
コ
V

グ
な
ど
が
発
見
さ
れ

た
。
ま
た
グ
ジ
ィ
グ
共
和
国
の
北
部
ワ
ラ
・
チ
ュ
べ
で
は
約
三
百
個
の
ロ

I
マ
銀
貨
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
二
世
紀
に
属
す
る
二
十
個
が

ア
ム
ダ
リ
ア

（
オ
グ

学
者
の
手
に
の
こ
っ
た
。

マ
ッ
ソ
シ
は
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
の
グ
シ
ヤ
ジ
期
都
城
祉
よ
り
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
彫
像
の
あ
る
青
銅
製
首
飾
、

サ
マ
ル
カ
シ
ド
の
ア
フ
ラ
シ
ア
プ

（K
F
骨
gEσ
古
城
よ
り
、

ロ
ー
マ
様
式
の
燭
台
、

ロ
ー
マ
伍
服
時
の
エ
ジ
プ
ト
印
章
と
装
飾
が
出
土
し
た
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ



の
貨
幣
及
び
工
芸
品
は
グ
シ
ャ
シ
期
の
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
完
全
に
グ
シ
ャ
シ
貨
幣
の
流
通
圏
に
入
っ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
製
品
は
パ
ル
テ
ィ
ア
経
由
と
い
う
よ
り
、
イ
シ
グ
ス
河
口
、
ガ
シ
グ
l
ラ
経
由
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら

ロ
ー
マ
貨
幣
、

パ
ミ

l
ル
を
東
に
こ
え
た
中
国
の
新
彊
ク
ィ
グ
ル
自
治
区
で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ロ

1
マ
貨
幣
の
出
土
の
報
告
は
な
い
。
ス
グ
イ
シ
調
髭
隊

の
採
集
し
た
貨
幣
の
中
に
、
カ
ル
ガ
リ
グ
問
問
包
括
回
目
】
内
発
見
の
パ
ル
テ
ィ
ア
の
ミ
ト
リ
グ
テ
ス
王
の
銀
貨
一
枚
、
ホ

l
グ
シ
（
同
町

o
gロ
）
発

見
の
グ
シ
ヤ
ジ
朝
、
ヮ
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
王
一
枚
、
ホ

l
グ
シ
お
よ
び
ヨ

l
ト
カ
シ
（

J
R
2
w
g）
発
見
の
カ
エ
シ
カ
王
の
銅
貨
計
三

枚
が
あ
る
0

・
ハ
ル
テ
ィ
ア
初
代
の
都
は

y
速
、
ト
ル
コ
マ
ジ
共
和
国
ユ
サ
に
あ
り
、
ミ
ト

p
グ
テ
ス
二
世
（
前
一
二
三
｜
八
七
年
〉
の
時
、
そ

の
勢
力
は
東
に
ヒ
ジ
ド
ゥ
グ
シ
ュ
を
こ
え
、
イ
シ
グ
ス
河
流
域
に
、
西
に
エ
タ
フ
ラ
テ
ス
の
流
域
に
お
よ
ん
だ
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
中
国
の
前
漢
武
帝

の
時
代
に
相
当
す
る
。
グ
シ
ャ
シ
帝
国
の
勢
力
が
新
轟
省
に
お
よ
ん
だ
こ
と
は
、
先
に
の
ベ
た
玄
弊
の
記
録
に
も
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ

l
ラ

シ
や
ミ
ラ

l
y
な
ど
の
仏
教
寺
院
も
グ
シ
ャ

γ
期
仏
教
美
術
の
強
い
影
響
が
み
と
め
ら
れ
る
。
ホ

l
グ
シ
、

ヨ
1
ト
カ
シ
の
貨
幣
も
早
く
よ
り

ホ
l
グ
シ
な
ど
に
発
見
さ
れ
る
シ
ノ
H

カ
ロ
ス
テ
ィ
銭
が
榎
一
雄
氏
に
よ
っ
て
中
国
側
戦
国

末
期
秦
の
闇
銭
と
パ
グ
ト
リ
ア
王
国
の
ギ
リ
シ
ャ
式
貨
幣
の
二
つ
が
基
盤
に
な
っ
て
成
立
し
た
と
か
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

西
方
と
の
経
済
交
流
圏
に
あ
る
と
と
め
て
よ
い
。

告島

＊ 

＊ 

ロ
ー
マ
貨
幣
の
発
見
に
つ
い
て
、
一
八
八
五
年
、
プ
ヲ
シ
エ
川
》
の
報
告
に
も
と
づ
き
、
桑
原
鴎
町
、
張
星
娘
隠
が
紹
介
し

て
い
る
。
こ
れ
は
山
西
省
霊
石
県
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ロ

l
マ
銅
貨
で
、
テ
ィ
ベ

p
ク
ス
、
グ
ラ
ク
デ
ィ
プ
ス
、
ネ
ロ
、
ネ
ル
ヴ
ァ
、
ト
ラ
ヤ

中
国
本
土
で
は
、

ガ
リ
エ
ヌ
ス
、
ァ
ワ
レ
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
も
の
各
一
枚
、
グ
ェ
ス

パ
シ
ア
ヌ
ス
、
ア
ジ
ト
ェ
ヌ
ス
・
ピ
ゥ
ス
、
マ
ル
グ
ス
・
ア
ウ
レ
り
ウ
ス
帝
の
も
の
各
二
枚
で
テ
ィ
ベ
リ
ゥ
ス
（
紀
元
一
四
｜
三
七
年
）
が
も
っ
と

も
古
く
、
ァ
ヮ
レ
リ
ア
ス
帝
（
二
七

O
｜
二
七
五
年
）
が
も
っ
と
も
新
し
い
。
こ
の
十
六
枚
の
も
の
の
外
に
、
フ
ラ
ン
グ
と
ポ
l
ラ
シ
ド
国
王
シ

ギ
ス
ム
シ
ド
三
世
窃
凹

musga
口
同
）
の
銅
貨
（
一
五
八
九
年
鋳
造
）
一
枚
を
ふ
く
み
、
プ
V

シ
ェ
ル
は
こ
れ
を
後
世
混
入
し
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
山
西
省
霊
石
県
発
見
貨
幣
に
つ
い
て
、
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
の
夏
第
氏
は
、
貨
幣
が
、
紀
元
一
四
年
よ
り
二
七
五
年
ま
で

ヌ
ス
、

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
、
サ
ベ
ナ
（
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
皇
后
）
、

コ
モ
ド
ゥ
ス
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
l
マ
銀
貨

（
岡
崎
）
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
l
プ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨

岡
崎

四
0 

の
十
三
の
皇
帝
の
銅
貨
が
一
枚
か
二
枚
で
あ
る
こ
と
、
一
五
八
九
年
の
銅
貨
を
ふ
く
む
こ
と
か
ら
、
明
末
清
代
の
こ
ろ
西
洋
か
ら
来
た
伝
道
士

が
も
っ
て
来
た
も
の
が
た
ま
た
ま
山
西
の
人
の
手
に
入
っ
て
、
山
西
出
土
を
伝
え
た
も
の
で
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。
私
も
夏

鷲
先
生
と
お
な
じ
く
、
十
三
の
皇
帝
の
貨
幣
が
一
、
二
枚
ず
つ
あ
る
の
は
不
自
然
だ
と
お
も
う
。
最
後
の
ア
ク
レ

H
ア
ヌ
ス
帝
の
年
代
は
、
中

国
で
い
え
ば
西
晋
代
に
あ
た
る
。
三
世
紀
後
半
よ
り
四
世
紀
の
初
頭
に
か
け
西
晋
の
勢
力
が
新
彊
の
ロ

l
ラ
シ
よ
り
＝
ャ
に
及
ん
だ
こ
と
は
、

円四日

こ
の
地
域
よ
り
発
見
さ
れ
る
木
簡
文
書
で
た
し
か
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
グ
シ
ャ
シ
帝
国
は
三
世
紀
に
入
る
と
し
だ
い
に
表
徴
し
、
サ
ザ
シ
・

ペ
ル
シ
ャ
の
ア
ル
グ
シ
ー
ル
一
世
（
二
二
六
｜
二
四

O
年
）
の
軍
隊
は
パ
グ
ト
リ
ア
よ
り
ガ
シ
グ
l
ラ
、
西
部
パ
シ
ジ
ャ
プ
に
侵
入
し
、
ま
た

し

Y

ャ
プ
ー
ル
一
世
（
二
四
一
年
｜
二
七
三
年
）
の
軍
隊
は
パ
ル
テ
ィ
ア
の
ア
ル
グ
パ
ナ
ヌ
ス
五
世
を
破
り
、
グ
テ
γ
フ
ォ
シ
を
占
領
し
、
さ
ら

に
東
は
イ
シ
グ
ス
川
、
北
は
サ
マ
ル
カ
シ
ド
、
グ
シ
ュ
ケ
シ
ト
に
入
り
、
グ
シ
ヤ
ジ
帝
国
を
滅
亡
さ
せ
て
い
る
。
二
六
O
年
に
は
エ
デ
？
サ
に

ロ
l
マ
軍
を
破
り
、
ヴ
ァ
レ
り
ア
ヌ
ス
帝
（
二
五
五
｜
二
五
九
年
）
を
は
じ
め
七
万
の
ロ

l
マ
軍
団
兵
は
捕
虜
と
な
り
、

イ
ラ
シ
高
原
に
お
く

あ
り
、

ら
れ
て
い
る
。
パ
グ
ト
リ
ア
、
フ
ァ

l
リ
ズ
ム
地
方
で
は
グ
シ
ャ
シ
時
代
の
貨
幣
は
グ
ァ
ス
デ
l
グ
ァ
を
最
後
と
し
、
そ
の
後
の
も
の
は
稀
で

ファ

l
リ
ズ
ム
で
は
ア
ル
グ
シ

l
ル
一
世
の
貨
幣
を
模
し
た
も
の
が
通
行
し
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

シ
ャ
プ

l
ル
二
世
合
二

O
l三
七
九
）
、
ア
ル
グ
シ

l
ル
二
世
（
一
二
七
九
｜
三
八
三
年
）
、
シ
ャ
プ
l
ル
三
世
（
三
八
三
｜
三
八
八
年
）
代

銀
貨
が
く
み
あ
わ
さ
っ
た
セ

v
時
が
、
ア
フ
ガ
エ
ス
グ
シ
の
テ
ペ
H

マ
ラ
シ
ジ
ャ
刈
》
お
よ
び
フ
ォ
シ
ド
キ
ス
グ
…
7
中
国
の
新
轟
ク
ィ
グ
ル
自

治
区
の
カ
ラ
H
ホ

l
ジ
《
何
回
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
テ
ペ
H

マ
ラ
シ
ジ
ヤ
ジ
で
は
グ
シ
ャ
ノ
H

サ
サ
シ
の
金
貨
を
伴
出
し
て
い
る
。
五
世
紀
の
初

こ
の
三
代
の
貨
幣
の
埋
蔵
は
キ
グ
ラ
の

頭
、
キ
グ
ラ
目
グ
シ
ャ
シ
が
お
こ
り
、
は
じ
め
は
パ
ル
グ
に
、
後
に
は
ベ
シ
ャ
ヲ
ル
を
都
し
た
の
で
、

侵
入
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
時
期
を
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

ヤ
ジ
帝
国
の
故
地
に
は
サ
サ
シ
・
ベ
ル
シ
ャ
が
国
際
貨
幣
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
に
ロ

l
マ
貨
幣
は
全
く
と
も
な

っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
情
勢
か
ら
も
三
世
紀
後
半
を
下
限
と
す
る
ロ

l
マ
の
貨
幣
が
山
西
省
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
の
は
説
明
で
き
な
い
と

サ
サ
シ
・
ペ
ル
シ
ャ
の
興
起
に
よ
っ
て
グ
デ

こ
ろ
が
多
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
中
を
つ
な
ぐ
も
の
が
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。



こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
南
部
、
メ
コ
シ
川
の
一
支
流
パ
サ
ッ
グ
湾
の
あ
い
だ
の
平
野
に
あ
る
オ
ケ
オ
遺
跡
か
ら
、

ル
レ

l

（
「
冨
田
口
0
2
3
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
金
貨
は
明
ら
か
に
ロ

l
マ
の
も
の
で
あ
る
c

一
つ
は
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ワ
ス
の
金
貨

の
銘
が
あ
り
、
他
の
一
つ
は
表
面
が
模
糊
と
し
て
い
て
ア
シ
ト
エ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
か
、

＊ 

で
そ
の
即
位
一
五
年
（
一
五
二
年
）

＊ 

＋÷ 

フ
ラ
ン
ス
の
学
者
マ

マ
ル
グ
ス

l
ア
ワ

レ
リ
ワ
ス
リ
ア
シ
ト
ユ
ヌ
ス
が
決
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
も
の
で
、

紀
元
一
三
八
年
よ
り
一
六
一
年
の
聞
に
お
く
べ
き
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
金
貨
と
よ
．
ふ
よ
り
、
貨
幣
形
装
飾
品
（
メ
ダ
ィ
ユ
）
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お
い
て

こ
こ
か
ら
南
イ
ン
ド
の
ア
マ
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
様
式
の
仏
像
や
漠
代
中
国
の
鏡
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
オ
ケ
オ
遺
跡
は
一
世
紀
よ
り
六
世
紀
ま
で
栄
え
た
扶
南
国
の
海
港
都
市
で
、

は
じ
め
て
現
実
に
ロ

l
マ
貨
幣
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

メ
コ
ン
川
流
域
の
象
牙
・
嵐
角
・
果
物
な
ど
豊
富

な
物
産
を
あ
つ
め
、

「
後
漢
書
」
に
よ
る
と
、
後
漢
の
桓
帝
（
一
四
七
｜
一
六
七
年
）
の
時
、
南
海
経
由
で
、
天
竺
よ
り
、

烹
九
年
（
一
六
六
年
）
に
は
日
南
郡
の
徴
外
よ
り
大
秦
王
安
敦
の
使
と
称
す
る
も
の
が
象
牙
、
犀
角
、

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
突
端
に
あ
る
地
の
利
を
生
か
し
て
、
中
国
と
南
海
の
中
継
貿
易
を
果
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
c

第21＇曳lローマ・アントニウス
＝ピィウス（A.D.152）金貨（ヴェ

トナム・オケオ遺跡発見）

二
度
に
わ
た
っ
て
来
献
し
、

つ
い
で
延

グ
イ
マ
イ
を
献
じ
た
と
い
う
記
事
が
あ

る
く
大
秦
は
ロ

l
マ
を
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
安
敦
を
当
時
の
皇
帝
に
あ
て
れ
ば
マ

ル
グ
ス
・
ア
ワ
レ
リ
ワ
ス
・
ア
ン
ト
ユ
ヌ
ス
と
な
る
。
実
際
に
ロ

l
マ
の
使
い
が
き
た
も
の

か
、
そ
う
語
っ
た
も
の
か
決
定
し
が
た
い
が
、
オ
ケ
オ
に
お
け
る
ア
ン
ト
ユ
ヌ
ス
H

ピ
ウ
ス

な
ど
の
金
貨
の
発
見
は
こ
れ
と
照
応
す
べ
き
重
要
な
発
見
で
あ
る
c

グ
イ
で
は
、
セ
デ
ス
氏
（
』
－

nc巾
門
貯

ω）
に
よ
れ
ば
ポ
ン
H
ト
ゥ
グ
遺
跡
よ
り
ア
マ
ラ
ヴ

ア
テ
ィ
様
式
の
仏
立
像
が
二
世
代
の
ロ

l
マ
U

ア
レ
グ
サ
ン
ド
リ
ア
式
の
青
銅
ラ
ン
プ
と
と

も
に
発
見
さ
れ
て
い
る
c

ま
た
ナ
コ
シ
パ
ト
ム
か
ら
は
ロ

l
マ
式
ラ
ン
プ
と
テ
ラ
コ
ヲ
タ
が

ス
パ
ン

1
プ
リ
地
方
か
ら
二
六
八
年
よ
り
二
七

O
年
に
あ
た
る
ロ

l

非
公
式
で
は
あ
る
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
｜
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
！
？
銀
貨
（
岡
崎
）

四



ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ

1
7
銀
貨
（
岡
崎
）

四

マ
の
貨
幣
（
グ
ラ
ク
デ
ィ
ワ
ス
門
戸
山
口

e
g一
か
）
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ポ
シ
ー
ト
ゥ
グ
遺
跡
出
土
の
ロ

l
マ
H
ア
レ
グ
サ
ン

ド
リ
ア
形
式
の
ラ
シ
プ
は
、
グ
イ
の
ド
ヴ
ァ
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
時
代
（
巴
〈

m
E〈
主
唱
。
ユ
O
仏
）
の
土
製
ラ
ン
プ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
賠

解
の
あ
る
こ
と
も
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
c

ア
レ
グ
サ
ン
ド
リ
ア
の
商
人
の
案
内
書
で
あ
る
「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」

に
は
そ
の
も
っ
と
も
東
の
果
て
に
あ
る
黄
金
烏
に
は
「
エ

リ
ュ
ト
ゥ
ラ
海
の
す
べ
て
の
場
所
の
な
か
で
も
っ
と
も
よ
い
亀
が
い
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
村
川
堅
太
郎
氏
は
、

こ
れ
ま
で
の
説
を
紹
介
し

島
よ
り
南
海
を
わ
た
っ
て
こ
こ
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

て
、
グ
リ
ュ

l
セ
を
マ
レ
イ
半
島
に
あ
て
て
い
る
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
や
グ
イ
で
発
見
さ
れ
た
ロ

I
マ
貨
幣
は
、

「
後
漢
書
」
に
い
う
大
秦
王
安
敦
の
使
者
と
称
す
る
も
の

イ
ン
ド
西
岸
、
東
岸
、

セ
イ
ロ
ン

が
、
中
国
に
ア
シ
ト
ニ
ヌ
ス

l
ピ
ゥ
ス
ま
た
は
マ
ル
グ
ス
H

ア
ワ
レ
リ
ゥ
ス
H

ア
ン
ト
ユ
ヌ
ス
の
貨
幣
は
も
っ
て
来
た
と
す
れ
ば
、

は
後
漢
の
帝
都
洛
陽
に
は
将
来
こ
の
種
の
貨
幣
が
発
見
さ
れ
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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岩
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収
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競
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中
国
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発
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波
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珊
朝
時
期
幣
」
（
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国
科
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古
学
研
究
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編
輯
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九
六
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年
。

（刊
U

〉
】
し
・
冨
伺
回
目
冊
目
骨
骨

U岡、
k
F
E
E
D－o岡宮島ロ一

UOH骨
世
品
目
冨
bwo回曲一・
1

可申同一

J
E－－

H
lロ・

MV－E
－一口宮一〈
O】－

HHFHV2仲間－

s
g
t
g・

ハ
刊
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梅
原
末
治
「
オ
ケ
オ
出
土
の
饗
鳳
鏡
」
ハ
「
史
学
」
三
七
｜
三
〉
一
九
六
四
年
。
ォ
ケ
オ
出
土
の
愛
鳳
鏡
は
わ
が
福
岡
県
須
玖
岡
本
出
土
の
も
の
と
同

一
様
式
で
あ
り
、
乙
の
外
、
方
格
規
矩
鏡
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ハ
叩
）
山
本
達
郎
「
古
代
の
南
海
交
通
と
扶
南
の
文
化
」
（
「
古
代
史
講
座
」
日
「
中
島
に
お
け
る
お
み
易
と
文
化
交
流
」
所
収
）
昭
和
四
十
一
年
。

岡
崎
敬
「
民
族
文
化
と
東
西
文
化
の
交
流
」

l
石
案
山
と
オ
ケ
オ
の
遺
跡
（
「
世
界
考
古
学
大
系
」

8
・
南
ア
ジ
ア
）
昭
和
三
十
六
年
。

岡
崎
敬
「
南
海
を
つ
う
ず
る
初
期
の
東
西
安
渉
」
ハ
護
雅
夫
編
「
漢
と
ロ

1
7
」
ハ
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凡
社
〉
昭
和
四
十
五
年
。
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目
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チ
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デ
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授
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問
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宇
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目
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件
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E
g
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寸
宮
町
内
回
開
品
席
目
。
ロ

S
8・
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紀
元
の
前
後
、
西
に
は
地
中
海
を
中
心
に
ロ

l
マ
帝
国
が
生
れ
、
東
ア
ジ
ア
に
は
漢
帝
国
が
統
一
さ
れ
、
長
い
平
和
の
時
代
を
現
出
し
て
い

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
プ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
プ
ル
市
購
〈
の
一
枚
の
ロ
1
7
銀
貨
（
岡
崎
〉

四
四

た
。
漢
帝
国
は
ロ

i
マ
側
に
は
「
エ

p
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」

よ
り
大
秦
固
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
大
秦
国
は
「
後
漢
書
」
西
域
伝
に
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
秦
国
は
一
名
刺
平
総
と
い
い
、
海
酉
に
在
る
を
も
っ
て
、
ま
た
海
西
国
と
言
う
。
」

「
金
銀
を
以
て
銭
と
為
し
、
銀
銭
十
が
金
銭
一
に
当
る
。
安
息
・
天
竺
と
海
中
で
交
市
し
、
利
十
倍
す
。
其
の
人
質
直
、
市
に
二
価
無
し
。

穀
食
常
に
賎
に
し
て
、
国
も
っ
て
富
鶴
な
り
。
隣
国
の
使
そ
の
界
首
に
到
る
者
、
駅
に
乗
っ
て
王
都
に
詣
る
。
至
れ
ば
す
な
わ
ち
給
す
る
に
金

銭
を
以
て
す
。
其
の
王
常
に
漢
に
通
ぜ
ん
と
欲
す
。
安
息
、
漢
の
給
総
を
も
っ
て
こ
れ
と
交
市
せ
ん
と
し
、
故
に
遮
関
し
て
自
ら
達
す
る
を
得

に
見
え
る
よ
う
に
セ
レ
ス

ω05ω
と
し
て
知
ら
れ
、

ロ
ー
マ
帝
国
は
漢
側

ず。」ま
た
「
三
国
志
」
第
三
十
謹
略
所
引
の
大
秦
伝
に
は
「
終
い
に
盗
賊
な
き
も
、
但
猛
虎
、

が
漢
の
絹
の
こ
と
を
知
っ
て
、
こ
れ
と
交
通
し
よ
う
と
し
て
安
息
（
パ
ル
テ
ィ
ア
）
に
妨
害
さ
れ
た
こ
と
、

獅
子
有
り
て
害
を
な
す
」
、

と
み
え
る
。

大
葉
国

安
息
と
海
中

天
佐

（
イ
ン
ド
）
、

で
交
市
し
た
こ
と
、
ま
た
海
西
に
あ
り
、
海
西
国
と
い
う
こ
と
な
ど
、
ま
た
「
大
秦
伝
」
に
記
す
物
産
に

記
す
も
の
と
比
較
し
う
る
も
の
が
多
い
こ
と
と
、
先
に
の
ベ
た
考
古
学
的
資
料
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
大
秦
国
は
ロ

l
マ
帝
国
下
の
エ
ジ

プ
ト
と
な
り
、
型
機
は
ア
レ
グ
サ
シ
ド
リ
ア
と
解
釈
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。
ヒ
ル
ト
（
司
・
回
目
片
手
）
は
大
秦
国
を
シ
リ
ア
に
も

と
め
、
ベ
ト
ラ

3
0
R
S
の
土
名
レ
ケ
ム
同

owos－
を
隼
離
と
解
釈
し
た
。
白
鳥
庫
吉
氏
は
こ
れ
に
対
し
、
大
秦
国
を
ロ

l
マ
、
惣
艇
を
ア

レ
グ
サ
シ
ド
リ
ア
に
も
と
め
ら
れ
た
が
、
近
時
の
考
古
学
上
こ
と
に
ロ

l
マ
貨
幣
の
分
布
か
ら
み
て
も
、

「
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ

l
海
案
内
記
」
に

こ
の
説
は
う
ど
か
し
が
た
い
も
の
が

あ
る
と
お
も
う
。
ロ
ー
マ
の
金
、
銀
貨
は
東
方
貿
易
の
代
償
と
し
て
、
一
つ
は
イ
シ
グ
ス
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
グ
シ
ャ
シ
帝
国
に
流
入
し
、

は
イ
シ
ド
酉
南
岸
、
東
南
海
よ
り
セ
イ
ロ
シ
島
に
集
中
し
た
。
後
者
で
は
、
い
ま
だ
っ
よ
い
王
権
、
発
鋳
の
貨
幣
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
通
行
し

か
く
し
て
、

Jコ

そ
の
な
が
れ
は
、
さ
ら
に
東
方
マ
レ

l
半
島
（
グ
H
ュ

l
セ
〉
を
へ
て
、
グ
イ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
よ
ん
だ
。
前
者
で
は
そ
の
こ
ろ
グ
シ
ヤ
ジ

朝
が
お
こ
り
、
貨
幣
制
度
が
確
立
し
て
お
り
、

ロ
ー
マ
の
貨
幣
は
流
入
し
て
も
舘
解
さ
れ
て
、

ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
わ



ず
か
に
ス
ト
ゥ

l
パ
の
舎
利
容
器
に
埋
納
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
カ
プ

l
ル
で
購
入
し
た
一
枚
の
ロ

l
マ
銀
貨
も
、
あ
る
い

は
そ
の
類
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
時
の
ソ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
も
一
、
二
世
紀
の
ロ

l
マ
貨
幣
が
発
見
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
グ
シ
ャ
シ
朝
の
領
域
で
あ
り
、
パ
ル
テ
ィ
ア
経
由
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
先
に
の
ベ
た
海
路
よ
り
グ
シ
ヤ
ジ
朝
の
領
域
に
入
つ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
パ
キ
ス
グ
シ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
グ
ン
、
グ
シ
ャ
シ
朝
領
域
内
の
ロ

l
マ
貨
幣
を
み
る
と
、
名
称
の
わ
か
る
も
の
は
ア
ワ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、

テ
ィ
ベ
リ
ゥ
ス
、
ネ
ロ
、
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
、

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
各
皇
帝
お
よ
び
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
妃
サ
ベ
ナ
で
あ
り
、
中

央
ア
ジ
ア
の
ハ
イ
ラ
パ

l
ド
・
テ
べ
で
は
ネ
ロ
、
ウ
ラ
・
チ
ュ
べ
で
は
二
世
紀
に
属
す
る
ロ
！
マ
銀
貨
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

共
伴
の
グ

シ
ャ
ン
朝
貨
幣
も
グ
ジ
ュ
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
、
ウ
ィ

l
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
、
カ
エ
シ
ュ
カ
王
の
も
の
が
多
く
、

グ
シ
ャ
ン
朝
盛
時
の
て

二
世
紀
代
の
も
の
に
限
ら
れ
、
三
世
紀
に
降
る
も
の
は
現
在
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
は
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
世
紀
代
に
な
る
と
、

ア
ル
グ
グ
シ
ェ

l
ル
一
世
（
二
二
六
｜
二
四
一
年
）
お
よ
び
シ
ャ
ー
プ

l
ル
一
世
（
二
四
一
二
七
一
年
）
の
軍
は
、

侵
入
し
、
グ
シ
ャ
ン
朝
の
勢
力
は
急
激
に
衰
微
し
た
。

ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
に
よ
る
と
ベ
グ
ラ
ム
第
二
層
か
ら
発
見
さ
れ
る
最
も
新
し
い
貨
幣
は
グ
シ
ヤ
ジ
朝
最
後
の
王
で
あ
る
ヴ
ァ
ス
デ
l
ヴ
ア

グ
シ
ャ
ン
朝
の
故
地
に

〈

g
z円四
m
g
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ベ
グ
ラ
ム
の
都
市
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
シ
ャ
ー
プ

l
ル
一
世
の
軍
の
侵
入
に
よ
る
も
の
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ァ
ス
デ
l
ヴ
ァ
は
「
魂
志
」
明
帝
紀
、
太
和
三
年
（
二
三

O
年
）
十
二
月
の
条
に
、
競
よ
り
「
親
説
大
月
氏
王
」

の
印
綬
を
お
く
つ
た
大
月
氏
王
波
調
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
世
紀
後
半
以
降
（
中
国
の
西
晋
代
）
は
、

上
の
シ
ル
グ
・
ロ

l
ド
に
よ
る
東
西
交
渉
が
下
降
を
辿
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
「
後
漢
書
」
お
よ
び
「
鵠
略
」

一
ー
ー
二
世
紀
に
く
ら
べ
て
陸

の
西
域
伝
に
、

ロ
ー
マ
領
エ
ジ

プ
ト
を
さ
す
大
秦
国
が
、
も
っ
と
も
詳
細
に
記
さ
れ
る
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

註

（

1
）
 

司
・
回
目
昨
日
ご
め
F
－
ロ
世
胆
回
品
昨
日
回
由
同
。
自
由
ロ

O
円問。ロ件・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
！
？
銀
貨
（
岡
崎
）

四
五



（

2
）
 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ヵ
l
ブ
ル
市
購
入
の
一
枚
の
ロ
！
？
銀
貨
（
岡
崎
）

白
鳥
庫
吉
「
大
秦
国
及
び
払
蒜
固
に
就
き
て
」
（
「
西
域
史
研
究
」
下
、
所
収
）
昭
和
十
九
年
。

四
六

＊ 

＊ 

＋÷ 

一
九
五
五
年
と
五
九
年
の
二
回
、
こ
れ
ま
で
の
ベ
た
ガ
シ
グ
l
ラ、

ス
ワ
y

ト
よ
り
パ
グ
ト
リ
ヤ
に
至
る
東
西
交
渉
の
交
会
点
を
訪
れ
、
五

五
年
に
は
そ
の
後
イ
ラ
シ
に
出
て
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
、
イ
ン
ド
、
洋
、
南
シ
ナ
海
な
ど
南
海
を
へ
て
帰
国
、

一
九
六
六
年
に
は
ツ
連
領
中
央
ア
ジ
ア

の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
師
友
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

の
御
推
鞭
が
な
け
れ
ば
、
私
も
西
域
の
地
域
ま
で
の
道
程
視
野
を
も
っ
に
い
た
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

水
野
清
一
先
生

一
九
五
九
年
、
先
生
は
自
ら
調
査
の
指
揮
を
と
ら
れ
、

一
九
六
七
年
に
い
た
る
八
年
間
、
調
査
の
領
域
を
着
実
に
ひ
ろ
げ
て
い
か
れ
た
。
私

は
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学
よ
り
九
州
大
学
に
う
つ
り
、
な
ん
ら
の
御
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
七
一
年
五
月
、
水
野
先
生
は
ゆ
く
り
な
く
も
道
山
に
帰
さ
れ
、
で
き
た
ば
か
り
の
報
告
『
パ
サ
ワ
l
ル
と
ジ
エ
ラ
l
ラ
パ

l
ド
H

カ
プ

ー
ル
』
を
し
っ
か
り
抱
い
て
あ
の
世
に
発
っ
て
い
か
れ
た
。
こ
の
中
に
ア
フ
ガ
エ
ス
グ
ジ
の
ジ
エ
ラ

l
ラ
パ

l
ド
よ
り
カ
プ

l
ル
の
聞
の
石
窟

群
、
寺
院
1
ス
ト
ゥ

l
パ
群
の
踏
査
報
告
が
あ
る
。
マ

y
y
ン
が
黄
金
製
舎
利
容
器
を
発
見
し
た
ピ

l
マ
ラ
シ
大
塔
は
幸
い
に
さ
が
し
だ
さ
れ

た
。
く
ず
れ
お
ち
て
い
た
が
仏
塔
の
お
も
か
げ
を
の
こ
し
て
い
た
。
？
ー
マ
の
金
貨
、
カ
ユ
シ
ュ
カ
王
な
ど
グ
シ
ャ

l
ン
朝
の
貨
幣
を
出
土
し

た
ア
ヒ
シ
ー
ポ
ッ
シ
ュ
の
塔
は
す
ぐ
近
く
ま
で
い
き
な
が
ら
、
日
時
の
関
係
で
断
念
し
た
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
報
告
に
も
先
生
の
も
つ
粘
り

と
丹
念
さ
が
最
後
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
。
中
国
の
響
堂
山
石
窟
、
龍
門
石
窟
よ
り
は
じ
め
、
仏
教
美
術
の
淵
源
を
西
域
に
も
と
め
、
か
つ
て
の

入
竺
僧
の
よ
う
に
峻
険
沙
漠
を
こ
え
、
そ
の
道
を
幾
度
か
往
来
踏
査
し
、
そ
の
途
上
に
什
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

小
生
は
、
先
生
の
御
生
前
、
な
ん
ら
の
著
作
報
告
を
さ
し
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
玄
弊
は
か
つ
て
那
掲
羅
昌
国
（
ジ
エ
ラ

l
ラ
パ

l
ド
近
郊
）
、
健
陀
羅
国
（
ペ
シ
ャ
ワ
ル
近
郊
）
の
寺
院
を
巡
拝
し
、
絹
を
さ
さ
げ
た
が
、
私
は
か
つ
て
見
聞
す
る
こ
と
の
で
き
た

金
、
銀
、

資
料
の
中
か
ら
カ
エ
シ
ュ
カ
王
の
舎
利
容
器
一
具
、

ロ
v
i
マ
の
金
銭
、
銀
銭
二
葉
の
写
真
と
さ
さ
や
か
な
論
孜
を
呈
し
、
先
生
の
供
養
と
す
る

こ
と
を
御
許
し
願
い
た
い
と
お
も
う
。

（
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
日
〉







A Roman Silver Coin purchased at Kabul 
in Afghanistan 

--New Materials on the Distribution of Roman Coins 
in Pakistan, Afghanistan, USSR and Far-East--

Takashi OKAZAKI 

(1) June 1955, I purchased a Roman silver coin at a bazar (a market) 

at Kabul in Afghanistan. The head of the coin bears the inscription: 

CAESAR A VGVSTVS. On the tail, the goddess of victory with spread 

wings has a round shield. Caesar Augustus reigned 30 B.C.-14 A. D. 

This coin is regarded as cast in COLONIA PATRICIA (Spain?). 

(2) Roman coins are discovered in the ancient cities and ruins of 

northwestern Pakistan (northwestern India before the World War II) 

and Afghanistan. Especially they are found in the casket of Buddhist 

stupa. 

a. Taxila, Darmarajika Temple, stupa No. 4. Azilises (40-15 B.C.) 

JR l, Augustus JR l. 

b. Taxila, 

Tiberius JR l. 

c. Rawalpindi, Manikyara stupa (Court's Tepe). 

Roman JR 7, 

Kushan (Kujula Kadphises, Wima Kadphises, Kanishka) .IE 12. 

d . Punjab, Hazara district, Pakli. 

Augustus JR 12, Tiberius JR 2, Hadrianus JR l. 

e. Jelalabad, Ahin-Posh stupa (gold casket). 

Domitianus .fJl 1, Trajanus .IV l, Sabina, Queen of Hadrianus .IV l. 

Kushan (Wima Kadphises, Kanishka, Huvishka) .IV 17. 

(3) In Central Asia of USSR, the archaeologists of Soviet Russia 

recently pay attention to Roman coins. 

a . Tadjik SSR, Termez, Hairabad Tepe. 
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Nero JR 1. 

b . Tadjik SSR, Ula Tube. 

Roman JR (almost 2. century) circa 300. 

(4) "Periplus Maris Erythraei", written in the first century, described 

the Oriental trade of Rome of which the starting point was Alexandria. 

According to the book, Roman coins found way into Barbarikon (at the 

mouth of Indus river), Barygaza (now Broach at the mouth of Narbada 

river), Muziris (Kanganur at present), Nerkunda (Kottayam at present) 

and other cities. In the regions of Muziris and Nerkunda, there was no 

powerful regal authority that could cast coins. Therefore Roman 

coins were used as currency. In these regions many coins are disco­

vered now. Behind Barbarikon, there was the Kushan Empire. The 

Empire entered into the area of money economy (especially silver coin 

economy). We think that many coins which flowed into this region 

were withdrawn and melted. Some of them were offered to the 

Buddhist stilpas. 

It is most probable that the Roman coin purchased by me at Kabul 

had been kept in a stilpa. In the ruins of Kushan period at Begram 

no Roman coin was discovered, but glass articles of Roman Syria, 

lacquered wares made in China of the Han period and ivory manufac­

tures of India were discovered. In Central Asia of USSR, Roman coins, 

Chinese coins and mirrors of the Had period, ,and glass articles of 

Roman Syria were found out. Kabul was a city on the Silk Road that 

connected Rome with Han. I report here a Roman silver coin of 

Caesar Augustus discovered by me in this city. 
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